
日本の持続的な成長と活性化を目指す

一般財団法人 アーネスト育成財団 活動報告

技術経営人財の育成と活用
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私
の
私
感
で
は
あ
り
ま
す
が
、

彼
の
扱
う
商
品
は
、
付
加
価
値

の
高
い
商
品
な
の
で
、
一
般
的

に
す
ぐ
に
普
及
が
難
し
い
物
と

感
じ
ま
し
た
。

昨
今
、
環
境
意
識
の
高
ま
り

か
ら
す
る
と
、
い
ず
れ
は
注
目

さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
と
も
同

時
に
思
い
ま
し
た
。

販
売
戦
略
と
費
用
の
か
け
方

の
バ
ラ
ン
ス
を
よ
く
考
え
て
進

め
て
い
か
な
け
れ
ば
、
倒
産
し

か
ね
な
い
状
況
と
思
い
、
と
に

か
く
黒
字
化
に
向
け
て
事
業
を

進
め
る
よ
う
話
を
し
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
の
露
出
度
の
高

さ
が
有
名
だ
っ
た
注
文
住
宅

メ
ー
カ
ー
の
ア
ー
バ
ン
エ
ス

テ
ー
ト
は
、
莫
大
な
広
告
宣
伝

費
用
の
支
払
い
の
影
響
で
、
平

成
14
年
に
倒
産
を
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。

お
客
様
よ
り
、
工
事
完
成
前

に
出
来
高
以
上
の
前
払
い
金
を

集
め
、
大
き
な
消
費
者
被
害
か

発
生
し
、
社
会
問
題
と
な
り
ま

し
た
。

間
違
っ
た
費
用
の
か
け
方
は
、

企
業
倒
産
に
繋
が
り
ま
す
。

理
想
は
、
費
用
を
売
上
総
利

益
の
半
分
程
度
か
、
そ
れ
以
下

に
抑
え
る
こ
と
、
残
り
は
次
期

の
拡
大
へ
の
投
資
に
使
う
こ
と

で
、
企
業
成
長
が
可
能
と
な
り

ま
す
。

ど
う
し
て
も
抑
制
が
無
理
な

時
で
あ
っ
て
も
、
最
大
で
も
前

期
に
上
げ
た
利
益
の
範
囲
で
費

用
を
抑
え
る
と
い
う
事
が
必
要

な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
西
河
洋
一)

ＯＰＩＮＩＯＮＳ

[技術経営人財育成セミナー（第20回）]
産創コラボレーション 小林守代表取締役 講演

顧客ニーズに応えることで新技術、新製品を生み出す ・・・・・・・ ４頁
－ベンチャー・中小企業の事業活性化の為に－

[西河技術経営塾 4期生入塾]

経営学は机上で修得し実践して身に付く ・・・・・・・ ２頁

技術経営を学び売上10倍

経営者に求められるコミュニケーション能力 ・・・・・・・・ ６頁

費
用
の
か
け
方
に
つ

い
て
少
し
話
を
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

あ
る
環
境
関
連
商
品

を
扱
う
企
業
の
社
長
が

一
生
懸
命
宣
伝
活
動
を

し
て
い
る
の
で
す
が
、

売
上
が
伸
び
ず
に
、
事
業
の
黒

字
化
が
難
し
い
と
の
相
談
を
受

け
た
事
が
あ
り
ま
す
。

話
を
聞
き
ま
す
と
「
商
品
の

問
合
せ
が
あ
れ
ば
日
本
全
国
ど

こ
に
で
も
説
明
に
行
っ
て
い

る
」
と
の
こ
と
で
す
。
更
に
、

様
々
な
団
体
の
研
究
会
や
シ
ン

ポ
ジ
ュ
ウ
ム
等
に
参
加
し
、
人

脈
拡
大
の
た
め
に
多
く
の
交
際

接
待
費
を
使
っ
て
い
る
と
の
事

で
し
た
。

財
務
の
状
態
を
聞
き
ま
す
と
、

設
立
時
資
本
金
と
銀
行
か
ら
の

数
千
万
円
の
借
り
入
れ
の
殆
ど

を
使
い
果
た
し
そ
う
な
状
況
に

あ
る
と
い
う
事
で
し
た
。

「
ど
う
す
る
の
？
」
と
問
い
ま

す
と
、
新
た
な
借
入
先
か
、
投

資
家
を
探
す
と
い
う
事
で
し
た

が
、
そ
の
よ
う
な
都
合
の
良
い

パ
ト
ナ
ー
は
な
か
な
か
現
れ
な

い
こ
と
を
諭
し
ま
し
た
。

銀
行
や
投
資
家
は
、
お
金
を

増
や
せ
た
実
績
を
評
価
し
て
次

の
投
資
や
融
資
を
す
る
も
の
で

す
。そ

こ
で
、
今
後
の
方
針
と
し

て
、
商
圏
を
近
隣
と
小
さ
く
し
、

効
果
の
高
い
営
業
活
動
に
絞
り
、

費
用
を
売
上
総
利
益
の
半
分
程

度
に
抑
え
る
経
営
を
し
な
い
と

経
営
継
続
は
無
理
だ
と
ア
ド
バ

イ
ス
し
ま
し
た
。

費用を売上総利益の半分以下、残りは次期投資

[HRM研究会準備会合（第２回]



４期生

実践経営スクール・基礎コース

西河技術経営塾

2 Earnest Vol.05 No.1 October 15.2016

経
済
成
長
、
起
業
家
支
援
に
取
り
組
む

講
師
の
小
平
和
一
朗
は
ガ
イ
ダ
ン
ス

で
、
財
団
設
立
の
目
的
、
塾
の
基
本
コ

ン
セ
プ
ト
と
学
習
目
標
、
財
団
の
事
業

構
成
、
基
礎
コ
ー
ス
の
構
成
な
ど
に
つ

い
て
説
明
を
し
た
。

西
河
技
術
経
営
塾
は
９
月
７
日
に
開

塾
し
、
合
計
32
回
翌
年
の
５
月
末
に
修

了
の
予
定
で
あ
る
。
ほ
ぼ
毎
水
曜
日
に

開
催
さ
れ
る
。
原
則
と
し
て
、
西
河
塾

長
を
は
じ
め
全
員
が
受
講
し
、
受
講
生

と
共
に
考
え
意
見
を
言
い
合
い
、
議
論

す
る
。
ま
さ
に
塾
で
あ
る
。

技
術
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る

ガ
イ
ダ
ン
ス
で
話
し
た
要
点
を
報
告

す
る
。
（
図
１
参
照
）

（
１
）
塾
生
の
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り

ブ
ラ
ン
ド
を
意
識
す
る
こ
と
で
、
特

徴
あ
る
ビ
ジ
ネ
ス
が
出
来
る
。
改
め
て

「
自
社
の
特
徴
」
を
考
え
て
見
た
ら
ど

う
か
と
指
導
す
る
。
ブ
ラ
ン
ド
は
社
長

の
も
の
で
は
な
い
。
社
員
全
員
が
ブ
ラ

ン
ド
を
意
識
し
て
は
じ
め
て
ブ
ラ
ン
ド

構
築
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

（
２
）
経
営
学
は
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク

経
営
学
の
中
の
技
術
経
営
を
学
ぶ
。

９
月
７
日
、
４
期
生
５
名
が
西
河
技
術
経

営
塾
に
入
塾
し
た
。
西
河
洋
一
塾
長
「
趣
味

は
何
で
す
か
」
と
問
わ
れ
る
と
「
私
の
趣
味

は
納
税
で
す
」
と
答
え
る
と
い
う
。
「
変
な

人
間
だ
と
良
く
覚
え
て
く
れ
る
」
。
納
税
が

趣
味
と
は
、
今
年
よ
り
来
年
は
多
く
の
税
金

を
払
う
と
い
う
こ
と
。
会
社
が
成
長
し
な
い

と
果
た
せ
な
い
。
「
皆
さ
ん
も
そ
う
い
う
趣

味
を
持
っ
て
欲
し
い
」
と
話
す
。

前列左から西河洋一塾長、塾生の下井秀文ミッドランド社長、相見朝焼け統括部長、中野
匠実イーディアス営業統括、砂永HISCO社長、中野祝エイ・ワンプラス社長、講師の小平和
一朗。後ろ左から講師の杉本晴重、前田光幸、淺野昌宏、大橋克已。
（写真は10月12日実施の塾長特別講義）

技
術
経
営
を
学
び
売
上
10
倍

図１ 西河技術経営塾ガイダンスのまとめ

４期生入塾

4
期
生
の
抱
負
、
塾
へ
の
期
待

中
野

祝

成
長
の
エ
ン
ジ
ン

起
業
し
て
10
年
、
自
分
の
経
験
で
の

経
営
に
限
界
を
感
じ
入
塾
し
た
。

日
々
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
進
歩
す

る
社
会
。
そ
の
中
で
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

砂
永

晃

儲
か
る
ビ
ジ
ネ
ス
を
再
構
築

私
の
考
え
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は
す

で
3
年
が
経
過
し
て
い
る
。
講
義
を
聞

き
、
ま
ず
は
発
表
を
し
て
み
た
が
「
こ

ん
な
こ
と
を
や
り
た
い
と
い
う
レ
ベ

ル
」
だ
っ
た
。
ま
ず
は
ビ
ジ
ネ
ス
と
し

て
成
り
立
つ
よ
う
内
容
を
精
査
す
る
。

よ
り
具
体
的
な
営
業
戦
略
を
組
み
立
て
、

高
齢
者
社
会
に
順
応
す
る
儲
か
る
ビ
ジ

ネ
ス
を
再
構
築
す
る
と
共
に
、
他
社
に

株式会社HISCO
代表取締役 砂永 晃

株式会社 エイ・ワンプラス

代表取締役 中野 祝

ス
を
掴
む
に
は
、
我
流
で
な
く
、
正
し

い
経
営
技
術
を
一
か
ら
学
び
、
消
化
・

吸
収
し
、
身
に
付
け
る
事
が
欠
か
せ
な

い
。
講
義
や
講
師
お
よ
び
塾
生
と
の

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
通
じ
て
、
学
習
を

し
、
西
河
塾
を
「
成
長
の
エ
ン
ジ
ン
」

と
し
て
新
し
い
世
界
に
飛
び
出
し
て
行

き
た
い
。
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー
感
覚
を

身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
毎
回
の
講

義
と
演
習
に
取
り
組
み
、
学
ぶ
喜
び
を

感
じ
る
自
分
に
期
待
。

経営学は机上で修得し実践して身に付く

（１）塾生のブランドづくりに取り組む
（２）経営学は、経営（プレー）をする

ためのルールブックである。
（３）現状のビジネスモデルを10倍に

する方法を学ぶ、入塾者全員が
「ビジネスの成功者」になる、する。

西河技術経営塾ガイダンスのまとめ

モ
ノ
づ
く
り
で
も
、
コ
ト
づ
く
り
で
も
、

そ
の
機
能
と
性
能
を
支
え
て
い
る
の
は

技
術
で
あ
る
。
従
っ
て
、
技
術
を
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
す
る
技
術
経
営
を
学
ぶ
必
要

が
あ
る
。

経
営
に
取
り
組
ん
だ
経
験
か
ら
経
営

を
学
ぶ
こ
と
は
出
来
る
と
考
え
て
い
る

が
、
カ
ッ
ト
ア
ン
ド
ト
ラ
イ
の
連
続
と

な
る
。
こ
こ
で
の
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
と
は

経
営
の
セ
オ
リ
ー
で
あ
る
。
こ
う
や
れ

ば
良
い
と
い
う
指
針
や
規
範
な
ど
。

（
３
）
現
状
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
10
倍
に

ビ
ジ
ネ
ス
を
変
え
よ
う
と
し
た
と
き
、

経
営
を
学
ん
で
な
い
と
、
そ
の
手
段
は

過
去
の
経
験
か
ら
の
思
い
付
き
と
な
る
。

現
状
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
10
倍
に
し
よ
う
と

し
た
と
き
、
社
員
の
協
力
が
必
要
と
な

る
。
そ
の
時
「
一
生
懸
命
や
れ
」
だ
け

で
は
、
改
善
の
範
囲
で
あ
る
。

全
従
業
員
に
目
標
と
戦
略
と
戦
術
を

明
ら
か
に
し
た
上
で
、
投
資
や
人
財
育

成
等
の
計
画
立
案
と
な
る
。
更
に
「
貴

社
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
競
合
は
」
「
競
合
と

の
差
別
化
は
」
と
聞
か
れ
る
。
差
別
化

を
支
え
る
技
術
と
、
社
員
の
力
量
が
計

画
の
実
現
を
支
え
る
。
ま
た
売
上
計
画

は
、
市
場
議
論
で
終
わ
ら
ず
に
顧
客
名

と
な
る
。
塾
で
は
こ
こ
を
学
ぶ
。

多
く
の
日
本
の
中
小
企
業
が
、
個
人

商
店
レ
ベ
ル
の
経
営
を
し
て
い
る
。
現

状
の
社
会
変
革
を
乗
り
越
え
会
社
を
存

続
さ
せ
る
に
は
塾
で
の
学
び
が
役
立
つ
。
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相
見
祥
真

無
知
で
あ
る
自
分
と
向
か
い
合
う

講
義
で
は
先
生
方
の
体
験
談
を
聞
い

た
り
、
演
習
で
は
先
生
方
か
ら
の
指
摘

も
あ
る
。
そ
の
話
や
指
摘
は
自
身
の
た

め
に
な
る
と
思
う
が
、
入
塾
し
た
か
ら

に
は
、
先
生
方
が
塾
生
に
対
し
「
な
ぜ
、

そ
の
話
を
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
」
や

実践経営スクール・基礎コース

経
営
を
予
見
で
き
る
創
造
力
を
鍛
錬
す

る
場
を
提
供
す
る
こ
と
に
当
塾
は
狙
い

を
定
め
て
い
る
。

ビ
ジ
ネ
ス
の
進
め
方
を
段
階
的
に
学
ぶ

学
習
講
座
は
「
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
」

「
事
業
計
画
」
「
基
本
戦
略
」
「
中
長

期
戦
略
」
「
経
営
戦
略
」
と
い
う
５
つ

の
ス
テ
ッ
プ
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

学
習
講
座
で
学
ん
だ
こ
と
が
演
習
の

課
題
に
対
応
し
、
自
ら
取
り
組
ん
で
い

る
ビ
ジ
ネ
ス
を
ケ
ー
ス
研
究
の
課
題
と

し
て
、
受
講
者
間
で
の
デ
ィ
ベ
ー
ト
な

ど
を
通
じ
て
創
生
力
を
鍛
錬
す
る
こ
と

に
取
り
組
む
。

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
は
受
講
者
が
今

抱
え
て
い
る
ビ
ジ
ネ
ス
の
モ
デ
ル
を
書

き
出
す
。
こ
の
モ
デ
ル
化
の
段
階
で
、

①
タ
ー
ゲ
ッ
ト
顧
客
を
決
定
す
る
、
②

競
合
社
を
洗
い
出
す
、
③
自
社
の
特
徴

株式会社 朝焼け

統括部長 相見祥真

as

会社紹介と事業コンセプト

障害者への訪問介護は一般的に「高齢者のついでに・・」
という場合がほとんどです。朝焼けでは、職員が「障害」に
ついて理解することにより、仕事にやりがいを持ち、障害を
お持ちの方と支援者が笑顔で接することにより、利用者様に
対して質の高いサービス提供をすることはもちろん、私達の
支援というフィルターを通して、「社会」と「障害をお持ち
の方への理解」との架け橋を目指します。

株式会社 朝焼け 代表取締役社長 小泉賢貴

http://www.asayakenet.com   TEL：03-6425-7991 

朝焼け
「社会」と「障害」との
掛け橋になる

会社紹介と事業コンセプト
日本全国のアセットを仕入れ対象としている、青山一丁目

にある不動産会社です。
リノベーションや開発を施し、バリューアップにより商品

化した不動産を市場で売却しています。
既存の建物（マンション、戸建）がメインですが、取得し

た土地にアパートを開発する新規事業も柱の一つにしたいと
考えています。

株式会社ミッドランド 代表取締役 下井秀文

http://www.mdl.co.jp/      TEL:03-5775-6300

不動産 買取ります

会社紹介と事業コンセプト
要介護５の方でも安心して外出できる、介護タクシーを利用

した移動サポートを手掛けます。10人乗り介護特殊車両を
２台所有。その中でも親戚の結婚式に参加する「ハッピーケ
ア・ウェディング」とターミナルケアの方の「終末期旅行」
にも対応いたします。出発前には、必ずご利用者様宅に訪問
し、面談とカンファレンスを実施し、当日滞りないサービス
を提供いたします。また地域包括ケアシステムの一環として、
ご自宅の片付けにも対応。価値のある品物は買取もします。

株式会社HISCO 代表取締役 砂永 晃

http://www.hisco-care.info/    TEL:042-455-1991

車椅子でも外出をあきらめない！
看護師とヘルパードライバー２名で移動をサポート
日用品の買取とリサイクルショップも運営

会社紹介と事業コンセプト
分譲住宅会社のサービス会社として平成１８年に設立しまし

た。創業１０年の会社です。

一次住宅取得向けに、新生活に必要な備品の提案・販売また、
火災・地震保険等のサービスの提供が主な事業です。
「住」と言う人生の礎に関わるサービスに、日々問い続け「安心

して暮らせる喜び」を感じて頂ける様商品開発・より良いサービ
スを目指しております。

株式会社 エイ・ワンプラス 代表取締役 中野 祝

http://aone-plus.com/ TEL:042-451-8240

快適住生活
安心して暮らせる喜び

下
井
秀
文

前
途
に
光
明
を
見
出
し
得
る
塾

地
道
に
学
習
を
一
歩
一
歩
進
め
た
い

と
考
え
て
い
る
。
学
び
を
希
求
し
な
が

ら
、
一
方
で
忙
し
さ
に
か
ま
け
る
自
己

に
い
い
加
減
に
待
っ
た
を
掛
け
た
い
。

「
技
術
」
経
営
塾
で
あ
る
こ
と
も
意

識
し
た
い
。
経
営
に
つ
い
て
、
真
摯
な

る
姿
勢
で
勉
強
す
る
志
あ
る
者
が
、
必

ず
や
前
途
に
光
明
を
見
出
す
こ
と
の
出

来
得
る
塾
で
あ
る
と
信
じ
て
い
る
。

株式会社ミッドランド

代表取締役 下井秀文

は
ま
ね
で
き
な
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
行
き
た
い
。
毎
回
有
意

義
な
講
義
を
聞
き
、
成
長
し
て
行
き
た

い
。

中
野
匠
実

思
考
と
行
動
を
同
時
進
行
で
学
ぶ

通
信
商
材
の
代
理
店
と
い
う
モ
ノ
が

あ
る
状
態
で
の
経
営
を
経
験
し
、
今
度

は
自
身
の
「
思
い
」
を
ビ
ジ
ネ
ス
に
さ

せ
、
利
益
を
上
げ
て
社
会
に
貢
献
す
る

た
め
経
営
の
技
術
を
基
礎
か
ら
し
っ
か

り
と
学
び
た
い
と
考
え
て
い
る
。

技
術
経
営
を
実
践
に
生
か
す
こ
と
が
、

本
を
読
む
だ
け
で
は
自
分
の
見
識
で
の

理
解
し
か
得
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
多
く

の
経
験
知
を
持
つ
先
生
方
と
の
問
答
の

中
で
理
解
を
深
め
、
す
ぐ
に
や
っ
て
み

る
こ
と
で
腹
に
落
と
す
結
果
に
つ
な
げ

る
、
思
考
と
行
動
あ
り
き
の
環
境
で
思

い
を
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
具
現
化
さ
せ
た

い
と
思
っ
て
い
る
。
時
間
は
平
等
に
有

限
な
の
で
、
最
短
最
速
で
進
め
る
。

㈱イーディアス

営業統括 中野匠実

「
指
摘
さ
れ
た
ポ
イ
ン
ト
が
、
な
ぜ
大

切
な
の
か
」
と
い
う
事
が
自
然
と
理
解

で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
、
自
分
自

身
の
基
礎
的
な
力
を
向
上
さ
せ
、
会
社

の
運
営
へ
と
役
立
て
た
い
。
講
師
の
先

生
方
と
い
う
目
の
前
の
目
標
に
向
か
い
、

無
知
で
あ
る
自
分
自
身
を
少
し
で
も
高

め
ら
れ
る
よ
う
、
積
極
的
に
多
角
的
な

意
見
を
自
身
に
取
り
込
ん
で
い
き
た
い
。
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平
成
28
年
７
月
21
日
財
団
に
て
、
産
創
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
小
林
守
代

表
取
締
役
を
迎
え
て
『
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
中
小
企
業
の
事
業
活
性
化
の
為
に
』

と
題
し
て
、
セ
ミ
ナ
ー
（
注
１
）
を
開
催
し
た
。
小
林
氏
は
、
日
立
製
作
所

・
情
報
通
信
グ
ル
ー
プ
に
て
事
業
情
報
通
信
に
長
年
取
り
組
ま
れ
、
１
９
９

０
年
に
は
、
日
立
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
＆
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
リ
ン

グ
の
会
社
設
立
に
関
わ
り
、
代
表
取
締
役
社
長
に
就
任
。
現
在
は
、
さ
が
み

は
ら
産
業
創
造
セ
ン
タ
ー
で
メ
ン
タ
と
し
て
、
中
小
企
業
の
事
業
立
ち
上
げ

支
援
を
、
東
京
大
学
先
端
研
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
先
端
フ
ォ
ト
ニ
ク
ス
㈱
の
相
談

役
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。
中
小
企
業
経
営
を
実
践
的
に
支
え
て
き
た
経
験

か
ら
知
り
得
た
、
経
営
者
の
育
成
に
つ
い
て
伺
っ
た
。

大
企
業
と
中
小
企
業
の
関
わ
り
の
変
化

モ
ノ
づ
く
り
の
現
場
は
、
大
き
く
変

化
し
て
い
る
。
従
来
は
産
業
集
積
の
中

で
中
小
企
業
が
生
き
る
と
い
う
意
味
合

い
が
強
か
っ
た
。
親
企
業
と
の
関
係
や

分
業
シ
ス
テ
ム
、
ま
た
親
企
業
を
通
し

て
親
企
業
の
仕
事
を
す
る
親
企
業
依
存

体
質
が
大
き
い
組
織
構
造
だ
っ
た
。

海
外
展
開
が
加
速
し
、
親
子
の
関
係
、

少
な
く
と
も
企
業
城
下
町
型
集
積
、
例

え
ば
日
立
地
区
の
日
立
、
豊
田
地
区
の

ト
ヨ
タ
な
ど
の
関
係
が
ど
ん
ど
ん
崩
れ

て
、
自
ら
高
付
加
価
値
な
モ
ノ
づ
く
り

を
す
る
必
要
性
が
色
濃
く
な
っ
た
。

そ
こ
に
我
々
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
あ
っ

て
新
規
事
業
、
第
二
・
第
三
の
創
業
と

い
う
新
規
事
業
の
創
生
が
重
要
と
な
る
。

ど
の
様
な
新
規
事
業
の
位
置
づ
け
が
あ

る
か
。
一
般
に
は
海
外
で
は
出
来
な
い
、

他
社
が
出
来
な
い
部
分
で
付
加
価
値
を

ど
の
様
に
付
け
る
か
、
ど
う
進
化
し
て

い
く
か
が
大
き
な
課
題
で
、
現
在
の
製

造
業
の
背
景
で
あ
る
。

成
長
す
る
経
営
者
に
共
通
す
る
資
質

海
外
で
生
産
が
難
し
い
分
野
、
国
内
で

も
他
社
が
で
き
な
い
付
加
価
値
の
あ
る

分
野
、
共
通
す
る
資
質
を
経
営
者
の
立

場
で
見
て
何
が
言
え
る
の
か
。

一
つ
は
、
変
化
へ
の
対
応
力
で
あ
る
。

大
手
の
社
長
は
、
市
場
を
見
て
い
る
が
、

中
小
企
業
の
社
長
は
、
顧
客
を
見
て
い

る
。
顧
客
の
本
当
の
ニ
ー
ズ
、
変
遷
す

る
新
た
な
ニ
ー
ズ
、
課
題
は
何
か
と
い

う
と
こ
ろ
を
含
め
て
ど
う
実
現
す
る
か
、

そ
れ
を
ど
う
事
業
に
結
び
付
け
る
の
か
。

対
応
力
が
あ
り
、
戦
略
を
明
確
に
し
て

い
る
。
成
功
す
る
経
営
者
は
、
そ
こ
に

力
が
あ
る
。

そ
れ
か
ら
知
力
と
い
う
意
味
合
い
で
、

よ
く
勉
強
し
て
い
る
。
知
識
、
智
慧
、

技
、
戦
略
ノ
ウ
ハ
ウ
、
外
部
資
源
の
戦

略
的
活
用
の
方
法
で
あ
る
。

も
う
一
つ
お
金
に
賢
い
。
財
務
会
計

は
税
理
士
に
や
ら
せ
れ
ば
良
い
が
、
管

理
会
計
の
目
利
が
非
常
に
強
く
て
、
非

常
に
賢
い
。
ケ
チ
と
い
う
意
味
で
は
な

い
。
企
業
の
か
ら
く
り
に
詳
し
い
と
い

う
こ
と
が
共
通
的
に
い
え
る
。

人
間
性
の
問
題
で
は
、
組
織
を
動
か

し
て
い
る
だ
け
の
事
が
あ
り
、
部
下
や

社
員
が
皆
付
い
て
く
る
人
物
で
あ
る
と

い
う
感
じ
を
持
つ
。
非
常
に
成
功
し
て

上
手
く
行
っ
て
い
る
中
小
企
業
の
社
長

は
、
全
員
で
は
無
い
が
そ
う
言
え
る
。

ま
た
体
力
が
無
い
と
気
力
が
出
な
い
。

成
長
企
業
に
共
通
す
る
特
徴

他
者
を
差
別
化
す
る
コ
ア
・
コ
ン
ピ
タ

ン
ス
を
有
し
て
い
る
。
根
底
に
生
産
技

術
力
が
あ
る
。
モ
ノ
づ
く
り
に
は
、
生

産
技
術
力
と
製
品
開
発
力
が
あ
る
。
知

財
権
を
掲
げ
て
、
世
に
い
う
ブ
ラ
ン
ド

を
構
築
し
て
い
る
。

中
小
企
業
は
色
々
な
プ
ロ
セ
ス
を
経

て
、
経
験
を
積
み
上
げ
て
、
市
場
に
出

す
経
常
利
益
率
を
上
げ
て
い
る
。

新
技
術
、
新
製
品
の
開
発
に
お
い
て

大
手
は
市
場
を
見
て
い
る
が
、
中
小
企

業
は
顧
客
を
見
て
い
る
。

そ
の
意
味
で
、
新
技
術
、
新
製
品
は
、

顧
客
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
か
ら
生
み

出
し
て
い
る
。
結
果
論
で
あ
る
が
、
何

れ
の
企
業
も
下
請
け
の
体
質
か
ら
脱
却

し
て
い
る
。
上
手
く
行
っ
て
い
な
い
所

は
、
や
は
り
依
然
と
し
て
依
存
体
質
が

続
い
て
い
る
。

コ
ア
・
コ
ン
ピ
タ
ン
ス
の
形
成

コ
ア
・
コ
ン
ピ
タ
ン
ス
は
、
ど
の
様

に
形
成
し
て
い
く
の
か
。
過
去
の
経
験

と
支
援
の
結
果
を
ま
と
め
て
み
る
と
、

次
の
よ
う
な
事
が
言
え
る
。

ま
ず
リ
ソ
ー
ス
、
特
に
技
術
の
棚
卸

し
を
行
う
。
自
社
に
は
ど
の
様
な
技
術

や
ス
キ
ル
を
持
っ
た
人
間
が
、
ど
の
様

に
位
置
し
て
い
る
か
。
そ
の
上
で
我
々

「中小企業の中小企業の経営者は、お金の仕組みやカラクリを非常に良く理解して
いて詳しい。また、技能・技術者出身の社長が多いのであるが、経営に対しても
非常に詳しい。もちろん勉強している」と報告する講師の小林守氏。

ベ
ン
チ
ャ
ー
・
中
小
企
業
の
事
業
活
性
化
の
為
に

顧客ニーズに応えることで
新技術、新製品を生み出す
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（注１）後日、本講演の詳細内容が財団ホームページ（http://eufd.org）に掲載されます。

第Ⅰ部 日本企業のグローバル化の意義
第１章 グローバル化に関する認識
１．はじめに／２．グローバル化とは何か／３．日本企業の強みの認識／４．

グローバル化に関する１０の視点／５．グローバル化適応不全と今後の道筋

第２章 グローバル市場の様相
１．はじめに／２．グローバリズムの正体／３．世界、米国、日本を巡る構
造変化／４．リーマン・ショックから欧州債務危機へ
５．イスラム圏の世界経済に及ぼす影響／６．イスラムとグローバリズムの

折り合い／７．環境変化の類型とエネルギー問題

第Ⅱ部 日本企業のあるべき姿
第３章 日本型経営とグローバル化
１．はじめに／２．日本型経営のイノベーション考／３．グローバリズムと
日本型経営の変質／４．これが新日本型経営

第４章 グローバル事業展開のフレームワーク
１．はじめに／２．事業展開の段階的マネジメント

３．グローバル化の段階と課題／４．知的財産戦略

第Ⅲ部 日本企業のグローバル展開の状況
第５章 グローバル事業展開のケース・スタディ
１．はじめに／２．電気機器産業の苦闘／３．一般電子部品産業と半導体産
業の明暗／４．通信の発展と通信機器産業の変革／５．プリンタ業界とATM
業界の挑戦／６．中堅精密加工機メーカーの飛躍

第６章 発展途上国における事業展開のケース・スタディ
１．はじめに／２．日本型経営の良さ・アフリカでの実例３．ブラジル・セ
ラード農業開発の光と影／４．自動車静脈産業の途上国での展開

第Ⅳ部 グローバル化のための組織と人財
第７章 組織と人財のあり方
１．はじめに／２．組織と人財／３．日本型ビジネス・リーダー像／４．グ
ローバル人財の配置

第８章 日本型グローバル人財の育成
１．はじめに／２．座談会「日本型グローバル人財の育成」

著者
■前田光幸 1947年生まれ。
アーネスト育成財団評議員。
日本開発工学会理事・副運営委員長、エネ
ルギー＆イノベーション研究所代表。
■小平和一朗 1974年生まれ。
アーネスト育成財団専務理事、日本開発工
学会理事・運営委員長、学会誌「開発工学」
編集委員長。
■淺野昌宏 1947年生まれ。
アーネスト育成財団理事、アフリカ協会副理
事長。
■杉本晴重 1948年生まれ。
アーネスト育成財団理事。

現在多くの日本企業は、迷路から抜け出せないで自信を
失い、明確な方向性を見いだせない状態が続いている。
この状況をどう考え、今後どう切り開いていけばよいのか。

１．日本企業の国際競争力の問題、２．グローバル化の認識
不足、３．グローバル化への対応の現状認識と評価、４．グ
ローバル化における事業展開の実務的課題や戦略の分析、
５．グローバル化のための組織運営と人材の育成という５つの
テーマについて提言 （芙蓉書房出版、定価2,700円＋税）

新刊
案内 日本人と日本企業を活性化させ、

失われた30年から脱却する
ための提言

意
見
（
前
田
光
幸
評
議
員
）
日
本
型
経

営
、
心
の
経
営
に
は
、
非
常
に
共
感
す

る
部
分
が
多
い
。
米
国
の
経
営
シ
ス
テ

ム
の
半
分
は
信
用
し
て
い
な
い
が
、
半

分
は
利
用
し
た
ほ
う
が
良
い
と
思
う
。

大
事
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
日
本
型

経
営
は
大
事
に
し
な
が
ら
活
用
す
る
。

質
問
（
杉
本
晴
重
理
事
）
実
家
が
中
小

企
業
だ
っ
た
。
見
て
い
て
中
小
企
業
の

経
営
者
の
苦
労
は
、
お
金
の
話
に
せ
よ

大
企
業
と
は
全
く
違
う
。
若
い
う
ち
か

ら
会
社
全
体
を
見
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る

と
い
う
か
見
ざ
る
を
得
な
い
。
決
断
し

な
い
と
い
け
な
い
。
毎
日
の
よ
う
に
出

て
く
る
。
大
企
業
は
、
そ
の
様
な
こ
と

は
、
余
り
無
い
。
そ
の
時
の
経
験
は

ず
っ
と
後
々
ま
で
残
っ
て
い
て
、
や
は

り
中
小
企
業
の
強
さ
と
、
克
服
し
な
い

と
い
け
な
い
課
題
が
あ
る
が
、
中
小
企

業
の
方
が
正
直
言
っ
て
好
き
だ
。

回
答
（
小
林
講
師
）
海
外
の
良
い
と
こ

ろ
と
、
日
本
型
の
良
い
と
こ
ろ
を
ど
う

マ
ー
ジ
す
る
か
。
ま
だ
解
を
見
出
せ
て

は
い
な
い
。
Ｍ
Ｂ
Ａ
は
駄
目
だ
と
い
う

人
も
い
る
が
手
法
や
戦
略
な
ど
を
知
っ

て
い
る
事
は
強
い
。
し
か
し
歳
を
と
っ

て
か
ら
技
術
経
営
な
ど
を
勉
強
し
よ
う

と
い
う
人
は
余
り
い
な
い
。
な
ぜ
か
と

聞
い
た
ら
、
自
分
で
経
営
し
て
き
た
自

負
が
あ
る
。

【
質
疑
応
答
】

質
問
（
角
忠
夫
評
議
員
）
中
小
企
業
の

中
で
成
長
す
る
会
社
が
あ
る
が
な
ぜ
か
。

回
答
（
小
林
講
師
）
義
父
の
会
社
の
再

建
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
。
借
金
も
沢
山

あ
る
し
銀
行
を
年
中
駆
け
回
っ
て
苦
労

し
た
経
験
を
経
て
、
今
や
人
間
的
に
も

立
派
な
経
営
者
に
成
長
し
事
業
の
再
建

を
支
え
て
い
る
。
外
部
経
営
者
＆
企
業

と
の
連
携
す
る
力
、
従
業
員
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に

役
立
っ
て
い
る
。

「簿記・仕訳が出来なければ、会計数値
を見ても分からない」と小平専務（左）が
小林講師（右）に問う。

に
何
が
で
き
る
か
。

そ
の
既
存
の
自
社
リ
ソ
ー
ス
に
何
を

足
せ
ば
、
ど
こ
の
外
部
資
源
を
使
え
ば

顧
客
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
か
。
そ
し

て
、
コ
ア
・
コ
ン
ピ
タ
ン
ス
に
成
り
得

る
可
能
性
の
高
い
モ
ノ
を
抽
出
す
る
。

も
っ
と
言
え
ば
、
顧
客
ニ
ー
ズ
が
基
本

と
な
る
。
顧
客
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
ど
う

価
値
の
あ
る
モ
ノ
を
抽
出
す
る
か
。

ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
、
最
終
的
に
は

外
部
の
力
も
借
り
て
、
総
和
と
し
て
の

事
業
開
発
能
力
を
高
め
る
。
自
社
の
事

業
ド
メ
イ
ン
、
企
業
ド
メ
イ
ン
が
ど
こ

に
あ
る
か
を
明
確
に
し
な
い
と
社
員
が

動
け
な
い
。

中
小
企
業
経
営
層
の
ス
キ
ル
要
件

成
功
し
て
い
る
経
営
者
は
自
分
の
得

意
な
分
野
以
外
は
手
を
出
さ
な
い
。
自

分
が
培
っ
て
き
た
分
野
・
ス
キ
ル
に
注

力
す
る
傾
向
が
あ
る
。

当
然
で
あ
る
が
、
経
営
者
と
し
て
非

常
に
優
れ
た
ス
キ
ル
を
持
っ
て
い
る
。

モ
ノ
づ
く
り
の
中
小
企
業
を
並
べ
る
か

ら
そ
う
見
え
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
な
ど
、
別
の
発
想
を
す

れ
ば
そ
う
で
は
無
い
か
も
し
れ
な
い
。

部
下
任
せ
で
は
な
く
、
最
終
的
に
は

製
品
へ
の
展
開
を
自
ら
発
想
で
き
る
。
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2016.9.30研究会活動
HRM研究会準備会合（第2回）

経営者に求められる

コミュニケーション能力

－ HRM研究会準備会合（第２回） －

前田光幸は「日本企業は、戦後の日本的労働・雇用の３要素である終身雇用、年功序列、企業
内組合が日本固有の組織風土と結合し、共同体としての強みと弱点を併せ持つ」と報告。

平
成
28
年
９
月
30
日
、
財
団
に
て
Ｈ
Ｒ
Ｍ
（
注
2
）
研
究
会
準

備
会
合
（
第
２
回
）
を
開
催
し
た
。
本
研
究
会
準
備
会
合
は
「
グ

ロ
ー
バ
ル
研
究
会
」
で
の
議
論
の
中
か
ら
組
織
や
人
財
に
関
わ
る
問

題
を
浮
き
ぼ
り
に
し
、
現
状
読
み
切
れ
て
い
な
い
部
分
を
浮
き
彫
り

に
し
、
次
の
研
究
課
題
と
し
て
抽
出
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
る
。

今
回
の
会
合
で
前
田
光
幸
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
、
事

業
を
水
平
展
開
す
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
の
た
め
の
組
織
論
、
新
日

本
的
経
営
」
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
前
半
が
組
織
論
で
、
後
半
が
新

日
本
型
経
営
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
『
日
本
的
グ
ロ
ー
バ
ル
化
経
営
実

践
の
す
す
め
』
の
本
の
内
容
を
な
ぞ
っ
て
い
る
。

組
織
論
：力
が
あ
り
な
が
ら
実
行
し
な
い

日
本
企
業
は
、
真
面
目
に
、
勤
勉
に

カ
イ
ゼ
ン
し
て
、
技
術
開
発
も
人
と
一

緒
に
や
っ
て
コ
ス
ト
を
削
減
し
、
効
率

化
す
れ
ば
成
長
で
き
た
の
は
90
年
代
位

ま
で
、
そ
れ
だ
け
で
は
駄
目
に
な
っ
た
。

新
興
国
の
企
業
に
侵
食
さ
れ
て
先
細

り
に
な
っ
て
戦
え
な
い
時
代
に
な
っ
た
。

ど
う
し
た
ら
良
い
か
分
か
ら
な
い
経
営

者
も
多
い
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
い
か

に
起
こ
す
か
、
事
業
を
ど
の
様
に
水
平

展
開
し
て
い
く
か
、
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開

を
ど
の
様
に
進
め
る
の
か
。
い
ず
れ
も
、

実
行
す
る
力
が
あ
り
な
が
ら
力
が
発
揮

さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
ら
を
実
行
す
る

た
め
の
組
織
と
人
材
を
ど
う
考
え
る
か
。

組
織
と
人
材
（図
２
）

図
２
の
左
側
は
生
来
能
力
で
、
企
業

が
営
々
と
し
て
培
っ
て
き
た
力
で
あ
り
、

す
ぐ
に
作
り
出
せ
る
も
の
で
は
な
い
。

色
々
な
人
達
や
色
々
な
経
験
の
中
で
生

ま
れ
て
き
た
、
蓄
積
さ
れ
た
力
で
あ
る
。

右
側
は
獲
得
能
力
で
、
経
営
の
判
断

や
意
思
決
定
で
、
比
較
的
短
期
間
で
変

え
う
る
力
で
あ
る
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、

水
平
展
開
、
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
を
や
る

に
は
、
右
側
の
コ
ン
セ
プ
ト
構
築
力
、

戦
略
構
築
力
あ
る
い
は
戦
略
遂
行
力
な

ど
を
働
か
せ
な
い
と
出
来
な
い
。
そ
の

上
で
、
組
織
を
変
え
て
い
く
。

左
部
分
の
中
の
人
事
・
組
織
力
は
、

変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
は
、
日
本
は
弱
い
。
言

わ
な
く
て
も
分
か
る
だ
ろ
う
と
い
う
同

質
社
会
の
部
分
が
あ
る
。
会
社
を
変
え

る
場
合
に
は
必
要
で
あ
る
。

意
識
変
革
の
た
め
の
ト
ッ
プ
の
仕
事

人
が
動
か
な
い
と
何
も
起
こ
ら
な
い
。

そ
の
た
め
に
ト
ッ
プ
が
何
を
す
べ
き
か
。

15
～
20
年
前
に
う
ま
く
行
っ
た
や
り

方
は
、
も
う
駄
目
に
な
っ
て
い
る
。
な

ぜ
駄
目
に
な
っ
た
か
を
、
社
員
に
説
明

す
る
必
要
が
あ
る
。
社
会
経
済
環
境
、

政
治
経
済
環
境
、
市
場
環
境
、
競
争
環

境
、
技
術
環
境
が
ガ
ラ
ッ
と
変
わ
っ
て

い
る
。
「
昔
は
ね
え
」
と
い
う
話
し
か

し
な
い
よ
う
で
は
、
経
営
者
は
駄
目
で

あ
る
。
な
ぜ
変
わ
っ
て
い
る
の
か
、
ど

の
様
に
変
わ
っ
て
い
る
の
か
、
そ
れ
に

対
し
て
、
わ
が
社
は
ど
の
様
に
対
応
す

る
の
か
、
そ
の
た
め
に
何
が
欠
け
て
い

る
か
、
ど
の
様
な
ス
テ
ッ
プ
で
や
っ
て

い
く
の
か
、
様
々
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

危
機
感
を
ど
う
や
っ
て
作
る
か
、
こ

れ
は
ト
ッ
プ
の
仕
事
で
あ
る
。
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
意
思
決
定
、
権
限
委

譲
、
評
価
制
度
を
変
え
な
い
と
意
識
は

変
わ
ら
な
い
。
評
価
制
度
は
大
事
で
あ

る
。
従
来
通
り
の
減
点
主
義
と
か
、
欠

点
の
少
な
い
人
が
偉
く
な
る
評
価
制
度

や
昇
進
制
度
で
は
動
か
な
い
。

だ
れ
を
社
長
や
役
員
に
す
る
の
か
。

い
ま
ま
で
の
業
績
を
評
価
し
な
が
ら
も
、

こ
う
い
う
世
の
中
で
は
、
こ
う
い
う
人

間
が
動
く
ぞ
と
い
う
判
断
は
、
非
常
に

難
し
い
。
当
た
り
外
れ
が
あ
る
。

社
長
は
ビ
ジ
ョ
ン
と
か
コ
ン
セ
プ
ト

と
か
。
ど
う
い
う
環
境
で
、
ど
こ
に
何

価値

構築力

管理運
営力

戦略

構築力

コミュニ

ケーショ
ン力

オペ

レーショ
ン力

技術力

戦略

遂行力

人事・

組織力

意思

決定力

コンセ

プト

構築力

生来能力 獲得能力

図２ 組織と人財（生来能力と獲得能力）
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（注３） ホームページ（http://eufd.org）の研究会/調査研究報告/『連載：グローバル体験』に後日掲載

理事 杉本 晴重エンジニアとテクニシャン

グ
ロ
ー
バ
ル
体
験

海 外

（５）

（注３）

研究会活動
HRM研究会準備会合（第2回）

思
考
に
徹
す
る
エ
ン
ジ
ニ
ア

70
年
代
、
ア
メ
リ
カ
現
地
会
社
で
仕

事
を
始
め
る
と
日
本
と
色
々
違
う
事
が

多
か
っ
た
。
そ
の
一
つ
に
職
種
が
あ
っ

た
。当

時
、
日
本
で
は
技
術
系
と
文
系
で

職
種
が
分
れ
、
技
術
系
に
は
「
技
術
」

と
か
「
技
能
」
と
か
職
種
名
が
つ
い
て

い
た
。
一
方
、
ア
メ
リ
カ
で
仕
事
を
始

め
る
と
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
以
外
に
、
テ
ク

ニ
シ
ャ
ン
と
呼
ば
れ
る
職
種
を
持
つ
人

達
が
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

テ
ク
ニ
シ
ャ
ン
は
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
補

助
を
す
る
人
で
、
例
え
ば
、
実
験
回
路

の
作
成
や
機
器
の
準
備
、
デ
ー
タ
取
得

や
デ
ー
タ
整
理
な
ど
を
エ
ン
ジ
ニ
ア
の

指
示
で
行
う
。
す
な
わ
ち
テ
ク
ニ
シ
ャ

ン
が
実
動
作
業
を
分
担
す
る
の
で
エ
ン

ジ
ニ
ア
は
思
考
に
徹
す
る
こ
と
が
出
来

る
。
そ
れ
だ
け
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
役
割
は

重
要
で
、
地
位
も
非
常
に
高
か
っ
た
。

一
方
、
日
本
で
は
、
技
術
者
と
い
え

ど
も
、
特
に
若
い
内
は
自
分
で
実
験
回

路
を
作
り
、
実
験
し
デ
ー
タ
取
得
や
整

理
、
評
価
す
る
の
が
当
た
り
前
だ
っ
た
。

や
は
り
実
作
業
を
経
験
し
な
い
と
良
い

ア
イ
デ
ア
も
出
ず
、
問
題
解
決
も
出
来

な
い
。
ア
メ
リ
カ
の
考
え
方
は
、
合
理

的
で
優
秀
な
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
場
合
は
有

効
で
あ
っ
た
が
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
駄
目

だ
と
、
テ
ク
ニ
シ
ャ
ン
を
使
い
こ
な
せ

ず
、
仕
事
が
進
ま
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
。

現
場
力
重
視
の
日
本
製
造
業
の
強
さ

が
、
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
も
あ
る
の

か
と
思
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
実
際
は
、

エ
ン
ジ
ニ
ア
も
テ
ク
ニ
シ
ャ
ン
も
様
々

な
企
業
で
様
々
な
経
験
を
し
、
鍛
え
ら

れ
て
い
る
人
が
多
く
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
も

実
動
作
業
の
経
験
豊
富
な
人
が
多
か
っ

た
。

社
会
的
評
価
が
高
い
エ
ン
ジ
ニ
ア

ア
メ
リ
カ
で
は
エ
ン
ジ
ニ
ア
は
、
社

会
的
評
価
も
高
い
高
級
専
門
職
で
あ
り
、

テ
ク
ニ
シ
ャ
ン
の
仕
事
が
出
来
て
も
、

し
て
は
い
け
な
い
の
で
あ
る
。
エ
ン
ジ

ニ
ア
も
テ
ク
ニ
シ
ャ
ン
も
必
要
な
時
は

新
た
に
中
途
採
用
す
る
こ
と
が
よ
く
あ

っ
た
。

日
本
で
は
「
大
学
を
出
て
も
す
ぐ
に

は
役
に
立
た
な
い
。
あ
る
期
間
教
育
、

研
修
が
必
要
だ
」
と
良
く
い
わ
れ
る
が
、

ア
メ
リ
カ
で
は
、
採
用
し
た
人
は
採
用

し
た
日
か
ら
す
ぐ
に
実
務
が
出
来
る
、

あ
る
い
は
さ
せ
る
こ
と
が
、
当
た
り
前

だ
っ
た
。
こ
れ
も
人
材
流
動
性
の
高
い

ア
メ
リ
カ
で
は
、
職
種
内
の
競
争
が
厳

し
く
、
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
向
上
に
対
す
る

意
欲
も
高
く
、
勤
務
外
に
教
育
訓
練
を

受
け
る
人
も
多
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
テ
ク
ニ
シ
ャ
ン
の
給
与
は

時
間
給
で
残
業
が
付
く
が
、
エ
ン
ジ
ニ

ア
は
大
学
出
た
て
の
ヤ
ン
グ
エ
ン
ジ
ニ

ア
を
除
い
て
全
て
年
俸
制
で
あ
っ
た
。

給
与
の
高
い
エ
ン
ジ
ニ
ア
は
、
安
い
テ

ク
ニ
シ
ャ
ン
の
仕
事
を
原
則
と
し
て
、

し
て
は
い
け
な
い
の
で
あ
る
。

日
本
で
は
技
術
者
で
も
管
理
職
で
な

い
と
残
業
が
付
く
が
、
最
近
一
部
の
高

級
専
門
職
は
年
俸
制
に
な
っ
た
。

日
本
で
も
技
術
者
が
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
、
も
っ
と
高
く
評
価

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
欲
し
い
。

を
運
ん
で
、
何
日
ま
で
に
ど
う
す
る
の

か
と
い
う
事
を
、
明
確
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ

か
ら
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
明
確
に
し
て
、

従
業
員
を
動
員
す
る
。
失
敗
は
当
た
り

前
で
、
試
行
錯
誤
で
や
っ
て
い
く
。

日
本
企
業
の
あ
る
べ
き
姿

生
来
能
力
は
意
思
に
よ
っ
て
は
、
な

か
な
か
変
わ
り
難
い
。
こ
の
中
で
一
番

の
キ
ー
に
な
る
の
は
人
事
・
組
織
力
で
、

こ
れ
は
色
々
な
所
に
影
響
力
を
持
っ
て

い
る
。
従
っ
て
人
事
・
組
織
に
つ
い
て
、

も
う
少
し
分
析
す
る
。

典
型
的
な
日
本
企
業

戦
後
の
日
本
的
労
働
・
雇
用
の
３
要

素
で
あ
る
終
身
雇
用
、
年
功
序
列
、
企

業
内
組
合
が
日
本
固
有
の
組
織
風
土
と

結
合
し
、
共
同
体
と
し
て
の
強
み
と
弱

点
を
併
せ
持
つ
。
長
所
は
、
共
同
体
的

な
集
団
力
の
強
さ
。
短
所
は
、
個
の
発

揮
が
弱
い
。
こ
こ
で
日
米
比
較
を
し
易

く
す
る
た
め
に
８
つ
の
項
目
を
挙
げ
た
。

日
本
は
、
就
職
で
な
く
て
就
社
で
あ

る
。
個
人
は
社
内
で
職
種
を
選
べ
な
い
。

忠
誠
心
と
か
ロ
イ
ヤ
リ
イ
テ
ィ
、
集
団

に
対
す
る
一
体
感
は
非
常
に
強
い
が
、

短
所
は
、
そ
の
た
め
に
個
が
潰
さ
れ
る
、

埋
没
す
る
場
合
が
あ
る
。

典
型
的
な
ア
メ
リ
カ
企
業

個
人
と
組
織
は
、
契
約
関
係
で
、
個

人
が
力
の
源
泉
、
特
に
ト
ッ
プ
の
力
が

大
き
い
。
集
団
力
は
さ
ほ
ど
強
く
な
い
。

集
団
力
は
弱
い
。
あ
る
い
は
現
場
力
が

弱
い
の
で
、
ト
ッ
プ
の
能
力
、
戦
略
力

が
非
常
に
左
右
す
る
。

ア
メ
リ
カ
で
も
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
と

イ
ー
ス
ト
・
コ
ー
ス
ト
で
は
雰
囲
気
が

違
う
。
私
の
印
象
で
は
、
一
般
的
な
ア

ン
グ
ロ
・
ア
メ
リ
カ
ン
組
織
は
、
階
層

的
・
縦
割
り
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
シ

リ
コ
ン
バ
レ
ー
は
、
そ
も
そ
も
ネ
ク
タ

イ
も
し
な
い
で
Ｇ
パ
ン
で
仕
事
を
し
て

い
る
位
で
あ
る
か
ら
、
階
層
の
少
な
い

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
で
あ
る
。

生
来
能
力
の
修
正
（組
織
・人
財
）

生
来
能
力
も
実
は
い
じ
ら
な
い
と
い

け
な
い
。
日
本
は
、
人
事
・
組
織
力
が

良
い
か
と
い
う
と
、
必
ず
し
も
そ
う
で

は
な
い
。

最
初
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
不

足
が
欠
点
で
あ
る
。
会
社
の
何
が
問
題

な
の
か
社
員
に
よ
く
分
か
ら
な
い
。
不

安
感
だ
け
が
あ
る
。
こ
の
修
正
と
し
て

は
、
何
が
問
題
な
の
か
を
明
確
化
し
て
、

透
明
化
し
て
、
そ
れ
を
共
有
化
す
る
。

二
番
目
に
集
団
の
論
理
が
優
先
さ
れ

る
の
で
、
良
い
場
合
も
あ
る
が
、
悪
い

場
合
に
は
隠
蔽
・
改
ざ
ん
、
ガ
バ
ナ
ン

ス
不
良
と
な
る
。
こ
の
修
正
に
は
、
個

人
が
「
正
し
い
、
正
し
く
な
い
」
に
対

す
る
価
値
判
断
を
持
っ
て
も
ら
わ
な
い

と
困
る
が
、
監
査
役
や
監
査
部
の
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
で
強
め
る
し
か
な
い
。

三
番
目
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
重
視
、
無

責
任
体
制
で
あ
る
が
、
や
は
り
責
任
体

制
の
明
確
化
で
あ
る
。
取
締
役
会
に
改

善
の
余
地
あ
り

一
般
の
多
く
の
会
社
で
は
、
取
締
役

会
に
改
善
の
余
地
が
あ
る
。
執
行
役
の

上
の
何
人
か
取
締
役
が
い
る
。
取
締
役

は
、
取
り
締
る
役
目
で
あ
っ
て
、
執
行

者
で
は
な
い
。
ア
メ
リ
カ
の
優
れ
た
会

社
で
の
取
締
役
は
複
数
の
部
門
を
深
く

経
験
し
た
人
し
か
取
締
役
に
な
れ
な
い
。

自
分
の
会
社
、

自
分
の
産
業
に

し
か
通
用
し
な

い
様
な
言
葉
だ

け
で
会
話
を
し

て
い
る
と
、
他

の
人
に
は
分
か

ら
な
い
。
だ
か

ら
異
業
種
協
業

も
必
要
だ
。

（注２） ＨＲＭ： Human Resource Management

ＨＲＭ研究会準備会合メンバー
（○：座長）

西河洋一理事長、

○小平和一朗専務理事、

淺野昌宏理事、

杉本晴重理事、

前田光幸研究員、

加藤恭子氏（芝浦工業大学）、

小林守氏（産創コラボレーション）、

馬場康志氏（朝日新聞社）
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誠実を伝える情報紙

コラム・事務局
一般財団法人 アーネスト育成財団 Earnest Upbringing Foundation

当財団は豊かで明るい持続的な成長をする日本づくりに寄与する

財
団
の
定
款
の
目
的
に
あ
る

「
世
界
経
済
の
動
向
調
査
」
の

具
体
化
と
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル

研
究
会
（
座
長
前
田
光
幸
）
に

２
年
間
取
り
組
ん
だ
成
果
を
、

こ
の
た
び
芙
蓉
書
房
出
版
か
ら

『
日
本
的
グ
ロ
ー
バ
ル
化
経
営
実
践
の

す
す
め
』
と
題
し
て
出
版
し
た
。

献
本
を
し
た
識
者
か
ら
、
「
熱
意
あ

る
人
財
育
成
活
動
に
敬
意
を
表
す
る
」

「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
い
う
視
点
か
ら
、

網
羅
的
に
良
く
研
究
さ
れ
て
い
る
。
特

に
日
本
型
の
経
営
を
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す

る
と
い
う
思
い
が
感
じ
ら
れ
、
日
本
型

経
営
に
軸
足
を
置
き
つ
つ
、
い
か
に
グ

ロ
ー
バ
ル
化
す
る
か
と
い
う
視
点
で
論

じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
感
銘
」
「
内
容

は
今
日
的
で
、
日
本
企
業
や
日
本
人
へ

の
応
援
歌
に
も
聞
こ
え
、
自
信
を
頂
い

た
」
「
現
状
の
Ｍ
Ｏ
Ｔ
よ
り
も
、
Ｍ
Ｏ

Ｔ
ら
し
い
研
究
が
散
り
ば
め
ら
れ
て
い

る
」
な
ど
の
感
想
や
励
ま
し
が
あ
っ
た
。

著
者
の
４
名
は
皆
、
長
年
グ
ロ
ー
バ

ル
と
関
わ
る
実
務
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

そ
の
経
験
を
苦
労
し
て
文
章
に
し
た
。

余
り
マ
ス
コ
ミ
が
伝
え
な
い
情
報
を

文
字
化
す
る
こ
と
で
新
た
な
議
論
が
い

ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
始
ま
っ
た
。
そ
の

大
切
さ
も
学
ん
だ
。
（
小
平
和
一
朗
）

編集後記

一般財団法人
アーネスト育成財団

案内

５
期
目
が
ス
タ
ー
ト

財
団
は
９
月
末
で
４
期

目
を
終
え
た
。
新
た
な
気

持
ち
で
12
月
開
催
の
評
議

員
会
に
向
け
、
次
年
度
計

画
の
立
案
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
公
益
化
に
つ
い
て

は
引
き
続
き
取
り
組
ん
で

い
く
。

研
究
の
成
果
を
出
版

グ
ロ
ー
バ
ル
研
究
会
で
の
成
果
を
芙

蓉
書
房
出
版
か
ら
『
日
本
的
グ
ロ
ー
バ

ル
化
経
営
実
践
の
す
す
め
』
と
題
し
て

出
版
（
９
月
７
日
）
し
た
。

西
河
技
術
経
営
塾
４
期
生

５
名
の
塾
生
が
９
月
７
日
に
入
塾
し

た
。
翌
年
の
５
月
末
ま
で
、
32
回
開
講

す
る
。
10
月
12
日
に
は
西
河
洋
一
塾
長

か
ら
、
19
日
に
は
、
米
国
シ
リ
コ
ン
バ

レ
ー
で
活
躍
中
の
エ
ン
ジ
ェ
ル
投
資
家

平
強
氏
の
講
演
を
聞
い
て
塾
生
の
経
営

マ
イ
ン
ド
に
変
化
が
現
れ
た
。
受
講
の

時
の
真
剣
さ
に
違
い
が
出
て
き
た
。

Ｈ
Ｒ
Ｍ
研
究
準
備
会
合

9
月
30
日
の
会
合
か
ら
、
小
林
守
産

創
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
社
長
が
加
わ
り
、

日
本
の
中
小
企
業
が
中
小
企
業
で
終
っ

て
い
る
原
因
に
関
す
る
議
論
が
始
ま
っ

た
。
次
回
は
10
月
28
日
に
開
催
。

（注４） ホームページ（http://eufd.org）の研究会/調査研究報告/『連載：エネルギー・パラダイム』に掲載していきます。

連載：エネルギー・パラダイム 第３回 立ち往生する軽水炉 研究員 前田 光幸

（注４）

タ
ー
ン
キ
ー
軽
水
炉

我
が
国
は
、
原
子
炉
の
タ
イ
プ

と
し
て
軽
水
炉
を
採
用
し
、
生
成

さ
れ
る
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
処
理
を
、

高
速
増
殖
炉
で
捌
く
こ
と
を
前
提

と
し
て
き
た
。

戦
後
、
電
力
会
社
は
地
域
独
占

と
総
括
原
価
方
式
で
、
利
益
が
保

証
さ
れ
る
特
権
的
な
環
境
の
中
に

棲
ん
で
来
た
。
従
っ
て
経
営
に
戦

略
は
な
く
、
自
主
開
発
技
術
を
持

た
ず
、
原
発
も
タ
ー
ン
キ
ー
方
式

を
採
っ
た
。

軽
水
炉
技
術
を
米
国
に
依
存
、

再
処
理
技
術
を
英
仏
に
依
存
、
建

設
・
保
守
を
彼
等
か
ら
ラ
イ
セ
ン

ス
を
受
け
た
メ
ー
カ
に
丸
投
げ
で

来
た
。
当
然
、
非
常
時
の
対
応
の

信
頼
性
に
難
点
を
抱
え
る
。

安
全
宣
言
の
咎
（と
が
）

し
か
る
に
原
発
は
、
複
雑
か
つ

巨
大
な
プ
ラ
ン
ト
で
あ
り
故
障
や

事
故
は
付
き
も
の
で
あ
る
。
だ
が
、

原
発
村
（
電
力
会
社
、
政
府
、
学

者
、
メ
ー
カ
）
は
、
原
発
推
進
を

急
ぐ
あ
ま
り
、
無
謀
に
も
「
原
発

は
絶
対
安
全
」
と
宣
言
し
て
き
た
。

こ
の
た
め
小
さ
な
故
障
や
事
故
で

す
ら
隠
蔽
す
る
ほ
か
な
く
、
安
全

強
化
の
改
造
も
で
き
な
い
。
こ
う

し
た
虚
構
と
欺
瞞
を
無
為
に
積
み

重
ね
た
つ
け
が
来
て
し
ま
っ
た
。

過
酷
事
故
時
の
切
り
札
使
用
せ
ず

福
島
第
一
原
発
事
故
は
直
接
の

き
っ
か
け
が
千
年
に
一
度
の
大
地

震
・
大
津
波
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、

人
災
で
あ
る
。
東
電
も
政
府
も
過

酷
事
故
対
応
を
取
ら
な
か
っ
た
こ

と
が
、
大
災
害
の
最
大
の
原
因
で

あ
る
。

今
回
、
事
故
認
識
を
誤
り
、
小

規
模
な
Ｒ
Ｃ
Ｉ
Ｃ
（
原
子
炉
隔
離

時
冷
却
装
置
）
を
使
っ
た
だ
け
で
、

肝
心
の
Ｅ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
（
緊
急
炉
心
冷

却
装
置
）
を
一
切
動
か
し
て
い
な

い
。
Ｅ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
は
起
動
時
こ
そ
電

源
は
必
要
だ
が
、
あ
と
は
無
電
源

で
自
動
的
に
大
量
の
水
を
炉
に
送

り
込
む
過
酷
事
故
時
の
切
り
札
で

あ
る
。
反
面
、
炉
へ
の
ダ
メ
ー
ジ

は
大
き
い
。
大
地
震
直
後
に
こ
れ

を
稼
働
さ
せ
て
い
れ
ば
、
福
島
第

一
原
発
は
普
通
の
大
事
故
で
済
ん

だ
は
ず
で
あ
る
。
津
波
で
非
常
用

電
源
が
水
没
し
て
全
電
源
喪
失
と

な
っ
て
、
地
震
直
後
に
Ｅ
Ｃ
Ｃ
Ｓ

を
動
か
し
て
お
け
ば
と
思
っ
た
が

後
の
祭
り
で
あ
っ
た
。
過
酷
事
故

の
対
応
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
、

住
民
避
難
を
怠
っ
た
、
そ
の
他

諸
々
、
す
べ
て
東
電
と
政
府
が
起

し
た
災
禍
で
あ
る
。
こ
の
反
省
が

他
の
再
稼
働
に
活
か
さ
れ
て
い
る

か
、
極
め
て
疑
問
で
あ
る
。

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
枷
（か
せ
）

問
題
は
安
全
性
だ
け
で
は
な
い
。

「
軽
水
炉
運
転
、
使
用
済
み
核
燃

料
の
再
処
理
、
高
速
増
殖
炉
稼
働

の
三
位
一
体
体
制
」
は
、
既
に
失

敗
し
た
。
ま
た
廃
炉
作
業
も
使
用

済
み
核
燃
料
の
直
接
埋
設
も
未
解

決
の
ま
ま
で
あ
る
。
軽
水
炉
を
や

め
る
の
も
一
案
だ
が
、
我
が
国
は

既
に
約
50
ト
ン
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

（
長
崎
級
の
原
爆
１
万
発
分
）
を

貯
め
込
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
。
世

界
は
厳
し
い
眼
で
見
て
い
る
。
プ

ル
サ
ー
マ
ル
で
細
々
と
（
１
基

０
・
３
ト
ン
）
燃
や
し
て
も
使
い

切
れ
な
い
。
軽
水
炉
は
立
ち
往
生

状
態
で
、
出
口
が
見
え
な
い
。


